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S04a 大光度赤外線銀河 IRAS 08572+3915 における CO 振動回転遷移線吸収の時
間変化 (1): 時間変動の検出
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Active Galactic Nucleus (AGN) 統一モデルにおいて、分子トーラスを見込む角度の違いが AGN のタイプを
分けると言われている。しかし、トーラスの存在、形状、大きさについて直接的観測がなされてこなかった。そ
こで、今回我々は、大光度赤外線銀河である IRAS 08572 + 3915 の AGN について、近赤外領域で CO の振動
回転遷移 (∆v = 1, ∆J = ±1, 4.63 ∼ 4.84µm) 吸収線の時間変動を調べる、という新しい手法によってトーラ
ス内の分子雲構造の大きさを直接的に求めることを試みた。
Shirahata et al. (2013) では、同天体の CO 振動回転遷移線吸収の 2004年観測データから AGN トーラス内

の分子雲構造が視線方向に dlos ∼ 10−3pc程度の厚さを持っていると結論付けている。ゆえに、視線直交方向の分
子雲速度を仮定すれば、CO 吸収の時間変動から分子雲構造の視線直行方向の大きさを見積もることができ、分
子雲の形状を決定することができる。
今回、2010年と 2004年のすばる望遠鏡による観測データ（速度分解能∼ 60 km s−1）を比較した結果、CO 吸

収の内、P ブランチの J = 1、R ブランチの J = 0, 1の吸収が、2010年のデータで 3σ以上深くなっていること
を見出した。視線直交方向の速度が、これらの吸収の最も顕著な視線方向速度 (vLSR = −160 km s−1) 成分と同
程度であると仮定すると、分子雲は 6年間で ddyn ∼ 10−3pcだけ移動したことになる。この移動で CO 吸収線が
変化したという事実は分子雲構造の視線直交方向の大きさが ddyn ∼ 10−3pc程度であることを示している。


